
 

資料１ 

 

地域公共交通確保維持改善事業の事業評価について 

 

１ 事業評価の概要 

  地域公共交通確保維持改善事業の補助金を受けて実施する事業について、

協議会が評価を行い、地方運輸局長に報告することとなっています。 

 

２ 対象事業 

  地域公共交通バリアフリー化調査事業（移動等円滑化基本構想策定事業） 

 

３ 書面協議の結果 

  「令和３年１２月２０日付け射生第１９３号」のとおり書面協議を実施し、

全委員から承認を得られました。 

 

４ 北陸信越運輸局への報告 

  別紙のとおり北陸信越運輸局長へ報告を行いました。 

  なお、市ホームページに事業評価を掲載しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



別紙

令和4年1月5日

協議会名：射水市バリアフリー推進協議会

評価対象事業名：地域公共交通バリアフリー化調査事業（移動等円滑化基本構想策定事業）

①事業の結果概要
③生活交通確保維持改善計画又は

地域公共交通計画等の
計画策定等に向けた方針

【事業内容】
・射水市バリアフリー推進協議会の開催
・重点整備地区等の精査
・基本方針の設定
・特定事業等の検討
・基本構想（案）の作成

【結果概要】
・バリアフリー基本構想の策定に向けた論点整理、必
要な施策の検討を行うため、射水市バリアフリー推進
協議会を8月、11月、2月（予定）に開催。
・大門・大島地区において、基本構想で位置付ける重
点整備地区の範囲、生活関連施設、生活関連経路を
精査し、まち歩き点検を行って問題点・課題を整理。
・越中大門駅周辺地区における課題を踏まえ、基本目
標・基本方針を設定。
・特定事業その他の事業の考え方や手法、スケジュー
ル等を検討。
・重点整備地区等の精査、基本方針の設定、特定事
業等の検討を踏まえて「越中大門駅周辺地区バリアフ
リー基本構想」（素案）をまとめた。今後のパブリック・
コメントや協議会での検討を経て、基本構想（案）を作
成する。

Ａ
事業が計画に位置づけられたとおり、適切に実
施されている。

令和２年３月に策定した「射水市バリアフリーマスター
プラン」の中で移動等円滑化促進地区の一つとして位
置づけたあいの風とやま鉄道越中大門駅周辺におい
て、越中大門駅をはじめとするバリアフリー化に向け
た事業を具体化し、駅周辺地区におけるバリアフリー
化を重点的かつ一体的に推進しながら、誰もが安全で
快適に移動でき、楽しく暮らせるまちづくりの実現を目
指す。

【基本目標】
・安全で使いやすい交通環境の充実と活性化
・安全で快適な都市環境の形成
・思いやりの心の醸成

【基本方針】
・公共交通の安全性の向上・維持と多様な主体の関わ
りの促進
・情報提供方法の改善・充実
・歩行ネットワークの快適性の維持・向上
・施設の安全性・誘導機能の向上
・バリアフリー意識の醸成
・人材の育成

基本構想（案）策定時期　令和４年３月（予定）

地域公共交通確保維持改善事業・事業評価（計画策定等に係る事業）

②事業実施の適切性



 

資料２ 

 

越中大門駅周辺地区バリアフリー基本構想（素案）に関するパブリック・ 

コメントの実施結果について 

 

１ 実施期間 

  令和３年１２月２７日（月）から令和４年１月２６日（水）まで 

 

２ 閲覧を行った書類 

  越中大門駅周辺地区バリアフリー基本構想（素案） 

 

３ 書類の閲覧場所等 

 ⑴ 射水市ホームページ 

 ⑵ 窓口等での閲覧（６か所） 

  ア 市生活安全課 

  イ 各地区センター 

  ウ 中央図書館 

 

４ 寄せられたご意見等 

 ⑴ 意見等の提出者数 ２名 

 ⑵ 意見の件数 ２件 

 

５ ご意見等の提出方法 

  ＦＡＸ １件 

  電子メール １件 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

６ ご意見等の概要・ご意見等に対する考え方 

   

NO. 対象箇所 意見等の概要 意見等に対する考え方 修正 

１ 第３章 重点整備地区等

の設定 

３－２ 重点整備地区等

の設定 

（Ｐ１８・１９） 

 ⑴生活関連施設、⑵生活

関連経路とも、符号をつけ

て、⑶重点整備地区の平面

図に記載すると理解しや

すい。また、⑵生活関連経

路の距離を追加すればも

っとよい。  

ご意見を踏まえ、施設や経

路、距離を分かりやすく表記

します。 

有 

重点整備地区を移動等

円滑化促進地区と差別化

した理由を簡単に補足説

明してもらいたい。なお、

地区面積約 16.7ha は重点

整備地区なのか、移動等円

滑化促進地区なのか分か

るようにしてほしい。 

重点整備地区はバリアフリ

ー化事業を具体的に進めてい

く地区を設定するものです。

移動等円滑化促進地区と重点

整備地区の要件の違いを追記

します。 

また、地区面積が重点整備

地区であることを表記しま

す。 

有 

２ 第５章 重点整備地区に

おける移動等円滑化の

基本的な方針 

５－３ 移動等円滑化に

向けた取組 

⑴ 基本方針①に基づく

取組【公共交通】 

（Ｐ２４） 

 越中大門駅にエレベー

ターを設置する場合、防犯

カメラを設けた方が不審

者に対するのによいと思

う。 

駅を所有するあいの風とや

ま鉄道㈱に確認したところ、

エレベーターの設置に当たっ

ては、他の駅で現在整備して

いるものと同様、エレベータ

ー内に防犯カメラの機能を有

するものを予定しているとの

ことです。 

無 

越中大門駅の待合室に

空調設備があるとよい。ま

た、待合室入口の扉は感染

対策として、できれば自動

扉にできないか。 

あいの風とやま鉄道㈱に確

認したところ、現状として、

駅舎入口に手動の引き戸が設

置され、駅舎内は待合スペー

ス、改札、窓口等を併設して

おり、待合室として仕切り等

で区切られた構造にはなって

いないため、空調設備や自動

扉を整備するには、駅舎本体

の改修が必要となり、現時点

で対応は難しいとのことで

す。 

無 
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越中大門駅周辺地区バリアフリー基本構想 

（案） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

射 水 市  



  



目 次 

第１章 策定の背景及び位置づけ ............................................ 1 

１－１ 策定の背景及び目的 ...................................................... 1 

１－２ 本基本構想の期間 ........................................................ 1 

１－３ 本基本構想の位置づけ .................................................... 1 

第２章 射水市及び越中大門駅周辺の概況 .................................... 2 

２－１ 射水市の概況 ............................................................ 2 

（１）位置及び地勢 ............................................................ 2 

（２）人口 .................................................................... 3 

（３）障がい者数 .............................................................. 4 

２－２ 越中大門駅周辺の状況 .................................................... 5 

（１）越中大門駅周辺の概要 .................................................... 5 

（２）人口 .................................................................... 6 

（３）公共交通 ................................................................ 7 

（４）道路 .................................................................... 9 

２－３ 上位・関連計画における越中大門駅周辺・バリアフリー施策の位置づけ ............... 11 

（１）第２次射水市総合計画（平成 26年６月） .................................. 11 

（２）第２期射水市まち・ひと・しごと創生総合戦略（令和３年３月改訂） ......... 12 

（３）射水市都市計画マスタープラン（令和２年６月） ........................... 12 

（４）射水市地域公共交通網形成計画（令和２年３月） ........................... 13 

（５）射水市バリアフリーマスタープラン（令和２年３月） ....................... 13 

第３章 重点整備地区等の設定 ............................................. 14 

３－１ 設定の考え方 ........................................................... 14 

（１）生活関連施設 ........................................................... 14 

（２）生活関連経路 ........................................................... 15 

（３）重点整備地区 ........................................................... 16 

３－２ 重点整備地区等の設定 ................................................... 18 

（１）生活関連施設 ........................................................... 18 

（２）生活関連経路 ........................................................... 18 

（３）重点整備地区 ........................................................... 19 

（４）重点整備地区の特性 ..................................................... 20 

 

 



第４章 重点整備地区におけるバリアフリー化の現状と課題 ........................ 21 

４－１ まち歩き点検 ........................................................... 21 

（１）目的 ................................................................... 21 

（２）概要 ................................................................... 21 

４－２ バリアフリー化の課題 ................................................... 22 

第５章 重点整備地区における移動等円滑化の基本的な方針 ........................ 23 

５－１ 基本理念 ............................................................... 23 

５－２ 基本目標・基本方針 ..................................................... 23 

５－３ 移動等円滑化に向けた取組 ............................................... 24 

（１）基本方針①に基づく取組【公共交通】 ..................................... 24 

（２）基本方針②に基づく取組【案内・情報提供】 ............................... 24 

（３）基本方針③に基づく取組【道路】 ......................................... 25 

（４）基本方針④に基づく取組【公衆トイレ】 ................................... 25 

（５）基本方針⑤に基づく取組【高齢者や障がい者等の特性やニーズの理解】 ....... 25 

（６）基本方針⑥に基づく取組【バリアフリー知識・スキルの習得】 ............... 25 

第６章 実施すべき特定事業及びその他の事業 ............................... 26 

６－１ 公共交通特定事業 ....................................................... 26 

６－２ 教育啓発特定事業 ....................................................... 26 

６－３ その他の事業 ........................................................... 27 

第７章 基本構想の推進と進捗管理 ......................................... 28 

参考資料 ............................................................. 参考-1 

１ 射水市バリアフリー推進協議会 設置要綱 .................................. 参考-1 

２ 射水市バリアフリー推進協議会 委員名簿 .................................. 参考-3 

３ 策定経過 ............................................................... 参考-4 

 

 



1 

第１章 策定の背景及び位置づけ 

１－１ 策定の背景及び目的 

本市では、都市整備等と連携したバリアフリー化を推進するため、令和元年度に射水市

バリアフリーマスタープラン（以下「バリアフリーマスタープラン」という。）を策定し

ました。バリアフリーマスタープランでは、移動等円滑化促進地区の一つとして大門・大

島地区を位置づけ、あいの風とやま鉄道越中大門駅周辺の面的・一体的なバリアフリー化

の方針を示したところです。 

越中大門駅周辺においては、越中大門駅をはじめとするバリアフリー化に向けた事業を

具体化し、越中大門駅周辺地区におけるバリアフリー化を重点的かつ一体的に推進するた

め、越中大門駅周辺地区バリアフリー基本構想（以下「本基本構想」という。）を策定し

ます。 

 

１－２ 本基本構想の期間 

本基本構想の期間は、令和４年度（2022年度）から令和８年度（2026年度）までの５年

間とします。 

 

１－３ 本基本構想の位置づけ 

本基本構想は、バリアフリー法及び基本方針に基づいて策定します。また、策定に当た

っては、射水市総合計画やバリアフリーマスタープランをはじめとする上位・関連計画の

考え方を踏襲し、整合性について十分に考慮します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

国の法律等 

 

バリアフリー法 

主務大臣による

基本方針 

射水市の計画 

射水市総合計画 

関連計画 

・射水市都市計画マスター
プラン 

・射水市地域公共交通網形
成計画 

・射水市まち・ひと・しご
と創生総合戦略 

・いみず地域共生プラン 
等 

越中大門駅周辺地区 

バリアフリー 

基本構想 

射水市 

バリアフリー 

マスタープラン 
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第２章 射水市及び越中大門駅周辺の概況 

２－１ 射水市の概況 

（１）位置及び地勢 

本市は、富山県のほぼ中央に位置しており、北は富山湾に面し、東は富山市、西は高岡

市に隣接しています。市域は、東西10.9ｋｍ、南北16.6ｋｍで、総面積は109.44ｋ㎡とな

っており、県土面積の約2.6％を占めています。 

地形は庄川、神通川の土砂のたい積によって形成された三角州状の低平な平野部と南部

の丘陵部で構成されています。標高は海抜０ｍから140.2ｍで、四季折々において彩り豊か

な自然が見られます。 

また、日本海側のほぼ中央に位置し、市内に国際拠点港湾伏木富山港（新湊地区）、そ

の後背地に県内最大級の工業団地、さらに内陸部にはあいの風とやま鉄道（小杉駅・越中

大門駅）のほか、北陸自動車道小杉インターチェンジ等の道路網があり、環日本海交流の

拠点として、いわば360°の交流・連携を可能とする優位性を持っています。 

 

 

 

  

射水市 

富
山
市 
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（２）人口 

令和２年（2020年）の人口は9.1万人で、平成17年（2005年）の9.4万人をピークに減少

傾向にあります。第２期射水市まち・ひと・しごと創生総合戦略では、令和42年（2060年）

の目標人口を国立社会保障・人口問題研究所の推計より約１万人多い7.2万人としています。 

図 人口の実績値と目標（推計値） 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

年齢３区分別の人口割合では、令和２年（2020年）時に高齢者人口（65歳以上）が30.7％

を占め、年少人口（15歳未満）の12.5％の２倍以上となっています。今後の人口推計でも、

高齢者人口割合は30％を超え、年少人口は同割合で推移するものと考えられます。 

図 年齢３区分別 人口割合の実績値と目標値（推計値） 
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資料）総務省「国勢調査（昭和45年(1970年)～令和２年（2020年）」 

※昭和45年(1970年)から平成17年(2005年)までの値は旧市町村の値を合算したもの 

射水市人口ビジョン（令和元年度策定） ※令和７年(2025年)以降は推計値（目標） 

資料）総務省「国勢調査（昭和55年(1980年)～令和２年（2020年））」※割合は、分母から不詳を除いて算出 

※昭和55年(1980年)から平成17年(2005年)までの値は旧市町村の値を合算したもの 

射水市人口ビジョン（令和元年度策定） ※令和７年(2025年)以降は推計値（目標） 
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（３）障がい者数 

身体障害者手帳交付者数は微減傾向にあり、令和元年度（2019年度）には3,492人となっ

ています。このうち肢体不自由や内部障害を合わせて全体の約８割を占めています。 

一方、療育手帳交付者数及び精神障害者保健福祉手帳交付者数は増加傾向にあり、特に

精神障害者保健福祉手帳交付者数の増加が顕著となっています。 

図 身体障害者手帳交付者数の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 療育手帳交付者数・精神障害者保健福祉手帳交付者数の推移 
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586

0

250

500

750

1,000

平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 令和元年度

人

療育手帳交付者数 精神障害者保健福祉手帳交付者数

資料）射水市統計書（令和２年度版） 

資料）射水市統計書（令和２年度版） 



5 

２－２ 越中大門駅周辺の状況 

（１）越中大門駅周辺の概要 

あいの風とやま鉄道越中大門駅は本市の中西部に位置し、改札口のある駅南側に住宅を

中心とした市街地が形成されているほか、駅北側には大規模工場が立地しています。 

図 越中大門駅周辺の土地利用状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

越中大門駅 

資料）平成30年 都市計画基礎調査（土地利用現況） 
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（２）人口 

令和２年（2020年）の大門・大島地区の人口は2.3万人で、直近20年間は微増から横ばい

で推移しています。 

図 人口の実績値（大門・大島地区） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

大門・大島地区の年齢３区分別の人口割合は、令和２年（2020年）時に高齢者人口（65

歳以上）が29.9％を占め、年少人口（15歳未満）の13.8％の約２倍強となっています。ま

た、高齢者人口割合の上昇傾向も見られます。これらの傾向は、市全体の傾向との大きな

相違は見られません。 

図 年齢３区分別 人口割合の実績値（大門・大島地区） 
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資料）総務省「国勢調査（昭和45年(1970年)～令和２年（2020年））」 

※平成17年(2005年)までの値は旧市町村の値 

資料）総務省「国勢調査（昭和45年(1970年)～令和２年（2020年））」 

※平成17年(2005年)までの値は旧市町村の値。割合は，分母から不詳を除いて算出している。 

 

  射水市統計書（令和２年度版）※令和２年 
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（３）公共交通 

① あいの風とやま鉄道（越中大門駅） 

越中大門駅の駅構造は、２面３線のホーム構造で、上り下りのホーム間は跨線橋で接続

しています。駅舎には多目的トイレが設置されていますが、跨線橋にはエレベーターが設

置されていません。 

図 施設概要（越中大門駅） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

越中大門駅の利用者数は増加傾向にあり、平成30年度（2018年度）及び令和元年度（2019

年度）の１日当たり利用者数は2,000人／日を超える状況となっています。令和２年度（2020

年度）の利用者数は、新型コロナウイルス感染症の影響から前年実績を下回る結果となり

ました。 

図 １日当たり利用者数（越中大門駅） 
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平成26年度

（2014年度）

平成27年度
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（2016年度）

平成29年度

（2017年度）

平成30年度

（2018年度）

令和元年度

（2019年度）

令和２年度

（2020年度）

資料）あいの風とやま鉄道利用促進協議会資料 

※ 平成26年度は、ＪＲ西日本347日運行、あいの風とやま鉄道18日運行 

  平成27年度以降は、全日あいの風とやま鉄道による運行 

資料）あいの風とやま鉄道ＨＰ 
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② 路線バス・コミュニティバス・デマンドタクシー 

越中大門駅周辺には、富山地方鉄道バス及び射水市コミュニティバスのバス停が点在し

ています。特に、越中大門駅には計５路線（冬季のみ運行する路線を含む。）の射水市コ

ミュニティバス路線が接続しています。 

また、越中大門駅周辺にはデマンドタクシーが運行され、下記のバス停に加え大門郵便

局やサンコー大門店、医療機関等で乗降することが可能です。 

図 系統別 バス停（越中大門駅周辺） 

 射水市コミュニティバス 
富山地方鉄道

バス 

 
① 

新湊・大門

線 

⑤ 

新湊・越中

大門駅線 

⑨ 

浅井・越中

大門駅線 

⑩ 

櫛田・越中

大門駅線 

⑪ 

小杉駅・水戸

田経由大門線 

国際大付属

高校線（高

岡ルート） 

大門錦町中   ○    

大門中町   ○    

大門中央  ○     

大門総合会館前 ○     ○ 

田町公民館前 ○ ○ ○    

越中大門駅 ○ ○ ○ ○ ○  

大島南部公園前 ○ ○ ○ ○   

ＪＡいみず野前 ○ ○ ○ ○   

図 バス停位置図 
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（４）道路 

越中大門駅周辺には、５路線の県道（主要地方道及び一般県道）が位置しています。 

越中大門駅周辺のバリアフリー化の取組としては、主要地方道高岡青井谷線及び市道大

門針原線（都市計画道路東老田高岡線）で、歩道と車道との勾配の緩和、段差解消等が完

了しています。 

また、市道新町10号線における駅前広場整備や市道新町１号線（都市計画道路駅前線）

における道路拡幅・歩道新設工事が進められているほか、主要地方道新湊庄川線における

歩道において、視覚障がい者用誘導ブロックの設置が進められています。 

 

図 主要幹線道路及びバリアフリー化の取組状況 
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表 バリアフリー化の取組状況（越中大門駅周辺） 

取組状況 事業箇所 主な事業内容 実施(予定)期間 実施主体 

完了 

①主要地方道 

高岡青井谷線 

（都市計画道路 

東老田高岡線） 

・歩道と車道との勾配の緩

和 

・段差解消 

・視覚障がい者用誘導ブロ

ックの設置 

－ 富山県 

②市道大門針原線

（都市計画道路 

東老田高岡線） 

・歩道と車道との勾配の緩

和 

・段差解消 

・視覚障がい者用誘導ブロ

ックの設置 

－ 射水市 

③主要地方道新湊 

庄川線（都市計画

道路二口北野線） 

（大門地内） 

（歩道部分） 

・視覚障がい者用誘導ブロ

ックの設置 
－ 富山県 

実施中 

④越中大門駅前・ 

市道新町 10号線 

・駅前広場整備 

（駅前ロータリー整備、 

駅前駐車場整備） 

・視覚障がい者用誘導ブロ

ックの設置 

令和元年度 

～令和３年度 
射水市 

⑤市道新町１号線

（都市計画道路 

駅前線） 

・道路拡幅 

・歩道新設 

（道路改良工事） 

・視覚障がい者用誘導ブロ

ックの設置 

平成30年度 

～令和３年度 
射水市 

⑥主要地方道新湊 

庄川線（都市計画

道路二口北野線） 

（二口地内） 

（歩道部分） 

・視覚障がい者用誘導ブロ

ックの設置 

（子ども子育て総合支援

センター付近から北に向

かって歩道に点字ブロッ

クを敷設） 

平成25年度から 

毎年実施 

（整備区間延長中） 

射水市 
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２－３ 上位・関連計画における越中大門駅周辺・バリアフリー施策の位置づけ 

（１）第２次射水市総合計画（平成 26年６月） 

第２次射水市総合計画では、障がい者福祉や公共交通、道路、生活環境等の視点から様々

なバリアフリー関連施策が位置づけられています。 

表 第２次射水市総合計画におけるバリアフリー関連施策の位置づけ 

部・章（政策）・節（施策） 施策の内容 

第２部 健康でみんなが支え合うまち 

 第２章 やさしさで支え合うまちづくり 

  第２節 障がい者福祉の充実 

第１ 障がい者の社会参加の促進と共生社会の

実現 

 ２ 障がい者の社会参加の促進 

  (３) 生活環境等のバリアフリー化の推進 

第４部 潤いのある安心して暮らせるまち 

 第２章 快適で利便性の高いまちづくり 

  第２節 公共交通網の整備 

第２ 快適な交通環境の整備 

 ２ 移動制約者の利便性向上 

  (１) 高齢者、障がい者等の利用を促進する環

境の整備 

   ア 公共交通施設のバリアフリー化 

   イ バス、電車の低床化 

第４部 潤いのある安心して暮らせるまち 

 第２章 快適で利便性の高いまちづくり 

  第３節 地域をつなぐ道路網の整備 

第１ 機能的で安全・安心な道づくり 

 １ 車から人への道づくり 

  (１) 交通弱者に対応した安全で安心なみちづ

くり 

   ア 段差や障害物のない歩道空間のバリアフ

リー化 

第２ 利便性の高い道路網の整備 

 １ 交通ネットワークを踏まえた道路網の確立 

  (２) 補助幹線道路の整備 

   イ 既設補助幹線歩道のバリアフリー化、交

差点改良、踏切拡幅改良等、道路空間の

ゆとり・安全性の向上 

第４部 潤いのある安心して暮らせるまち 

 第３章 快適で住みよいまちづくり 

  第２節 生活環境の充実 

第１ 生活環境のバリアフリー化の推進 

 １ みんなにやさしい外出環境の整備 

  (１) 歩道幅員の確保や段差解消等安全性の確

保 

  (２) 交通安全対策の推進 

  (３) 地域ぐるみの福祉のまちづくりの推進 

第４部 潤いのある安心して暮らせるまち 

 第４章 安心して暮らせるまちづくり 

  第３節 交通安全・防犯対策の推進 

第３ 安全環境の整備 

 ２ 交通弱者に配慮した道路交通環境の整備 

  (１) 子ども、高齢者、障がい者等交通弱者の

視点に立った道路環境の整備 

  (２) 音響信号機や点字ブロックの設置 
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（２）第２期射水市まち・ひと・しごと創生総合戦略（令和３年３月改訂） 

第２期射水市まち・ひと・しごと創生総合戦略では、交通環境の視点から、バリアフリ

ー関連施策が位置づけられています。 

表 第２期射水市まち・ひと・しごと創生総合戦略におけるバリアフリー関連施策の位置づけ 

基本目標・施策の基本方向・具体的な施策 施策の内容 

基本目標３ 市の魅力を内外に発信し、新しい

人の流れづくり 

 （３）快適な交通環境の整備 

   ２次交通の充実、駅周辺の環境整備 

・交通結節点等におけるバリアフリー化の

推進 

 

（３）射水市都市計画マスタープラン（令和２年６月） 

射水市都市計画マスタープランでは、越中大門駅周辺が「地域居住拠点」に位置づけら

れています。 

また、南部内陸地域のまちづくりの方針として、越中大門駅におけるバリアフリー、ユ

ニバーサルデザインの観点に基づく環境整備や越中大門駅周辺の道路整備が位置づけられ

ています。 

表 射水市都市計画マスタープランにおける越中大門駅周辺の位置づけ 

拠点 都市機能配置の考え方 

地域居住拠点 ・都市活動エリアにおける居住を中心とした拠点として太閤山地区な

らびに越中大門駅周辺を位置づけ、身近な生活利便サービス機能を確

保・維持し、人口の集積を図ります。また、地域住民や地域の多様な

主体の参画・連携に基づく地域共生のまちづくりを推進します。 

表 射水市都市計画マスタープランにおける都市整備の方針（南部内陸地域） 

 都市整備の方針（南部内陸地域） 

（２）交通 

 ①道路網 

  【その他の道路】 

・越中大門駅への南北アクセス向上に向け、駅前広場及び（都）駅前線

等、駅周辺の道路整備を推進します。 

（２）交通 

 ②公共交通 

・越中大門駅については、鉄道とコミュニティバス等との公共交通の乗

継機能の強化を図り、射水市民病院やクロスベイ新湊等とのネットワ

ーク強化を推進します。また、駅南側については、（都）駅前線の道

路拡幅や駅前広場の整備によるアクセスや乗入れの向上を図り、駅北

側からの利便性向上を検討します。さらには、エレベーター設置を検

討するなど、バリアフリー、ユニバーサルデザインの観点に基づく環

境整備に努めます。 
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（４）射水市地域公共交通網形成計画（令和２年３月） 

射水市地域公共交通網形成計画では、越中大門駅におけるバリアフリー化に向けた調査

研究（エレベーター設置等）が位置づけられています。 

表 射水市地域公共交通網形成計画における越中大門駅の位置づけ 

基本方針・目標・施策 具体的施策 

基本方針１ まちづくりと連携した公共

交通網の整備 

 (2) 利便性の高い交通結節点づくり 

  ②鉄道の利便性を高めるための環境

整備 

○鉄道線の老朽化対応・安全対策と、バリアフリー

化に関する調査研究 

・万葉線の庄川橋梁の架替えに向けた対応や線路

の改修（軌道の重軌条化、踏切保安設備、電路

設備の更新等）を実施するとともに、あいの風

とやま鉄道越中大門駅のエレベーター設置等

バリアフリー化に向けた調査研究を行います。 

 

（５）射水市バリアフリーマスタープラン（令和２年３月） 

射水市バリアフリーマスタープランでは、移動等円滑化促進地区の一つとして大門・大

島地区が位置づけられています。 

図 射水市バリアフリーマスタープランにおける越中大門駅周辺の位置づけ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 道路名称 

① 一般県道八町大門線 

② 
市道新町 10 号線、市道新町１

号線（都市計画道路駅前線） 

③ 
市道大門針原線（都市計画道

路東老田高岡線） 

④ 
主要地方道高岡青井谷線（都

市計画道路東老田高岡線） 

⑤ 一般県道広上大門新線 

移動等円滑化促進地区

面積 約 91ha 

移動等円滑化促進地区（大門・大島地区） 
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第３章 重点整備地区等の設定 

３－１ 設定の考え方 

（１）生活関連施設 

① バリアフリー法における位置づけ（法第２条第 23号イ） 

・高齢者、障害者等が日常生活又は社会生活において利用する旅客施設、官公庁施

設、福祉施設その他の施設をいう 

 

② 基本方針における位置づけ（抜粋） 

・生活関連施設に該当する施設としては、相当数の高齢者、障害者等が利用する旅客

施設、官公庁施設、福祉施設、病院、文化施設、商業施設、学校等多岐にわたる施

設が想定される 

 

③ 本基本構想における設定の考え方 

本基本構想では、バリアフリー法及び基本方針における位置づけやバリアフリーマス

タープラン等を踏まえ、主要旅客施設を中心に以下に該当する施設を生活関連施設に設

定します。 

 

 施設例 

（Ａ）旅客施設 駅 

（Ｂ）官公庁施設 市庁舎、地区センター 

（Ｃ）福祉施設 
高齢者福祉施設、障がい者福祉施設、児童福祉施設、子育

て支援施設等 

（Ｄ）病院 病院 

（Ｅ）文化・交流施設 
文化・教養施設、図書館、コミュニティセンター・公民館、

交流施設 

（Ｆ）商業施設 大規模小売店舗 

（Ｇ）学校等 保育園・幼稚園、小学校、中学校 

（Ｈ）公園・運動施設 公園・緑地、運動施設 

（Ｉ）その他施設 観光施設 
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（２）生活関連経路 

① バリアフリー法における位置づけ（法第２条第 23号ロ） 

・生活関連施設相互間の経路をいう 

 

② ガイドラインにおける位置づけ（抜粋） 

・生活関連経路は、生活関連施設に訪れる人等の利用頻度が高い経路や歩行者交通量

の多い経路を優先的に選定する必要があります 

・生活関連施設相互の連絡に配慮し、移動等円滑化促進地区内のネットワークを構成

することが重要です 

 

③ 本基本構想における設定の考え方 

本基本構想では、バリアフリー法及びガイドラインにおける位置づけやバリアフリー

マスタープラン等を踏まえ、以下のような考え方に基づき生活関連経路を設定します。 

 

設定の視点 設定の考え方 

（Ａ）より多くの人が利用する経

路を設定 

・生活関連施設間を徒歩により移動する頻度が高

いと想定される経路を設定 

（Ｂ）生活関連施設相互のネット

ワークを構成できる経路を

設定 

・旅客施設から概ね半径 500ｍ以内にある生活関連

施設を結ぶ経路を設定 

（Ｃ）関連計画と整合した経路を

設定 

・バリアフリーマスタープランやまちづくり整備

事業等と整合した経路を設定 
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（３）重点整備地区 

① バリアフリー法における位置づけ（法第２条第 24号） 

 要件 

要件－１ 
・生活関連施設の所在地を含み、かつ、生活関連施設相互間の移動

が通常徒歩で行われる地区であること 

要件－２ 

・生活関連施設及び生活関連経路を構成する一般交通用施設※につ

いて移動等円滑化のための事業が実施されることが特に必要であ

ると認められる地区であること 

要件－３ 

・当該地区において移動等円滑化のための事業を重点的かつ一体的

に実施することが、総合的な都市機能の増進を図る上で有効かつ

適切であると認められる地区であること 

※ 生活関連経路を構成する一般交通用施設 

道路、駅前広場、通路その他の一般交通の用に供する施設 

 

② ガイドラインにおける位置づけ（抜粋） 

 位置づけ 

要件－１関連 

・生活関連施設相互間の移動が通常徒歩で行われる地区とは、生活

関連施設が徒歩圏内に集積している地区をいい、原則として、生

活関連施設がおおむね三以上所在し、かつ、当該施設を利用する

相当数の高齢者、障害者等により、当該施設相互間の移動が徒歩

で行われる地区であると見込まれることが必要である 

要件－２関連 

・高齢者、障害者等の徒歩若しくは車椅子による移動又は施設の利

用の状況、土地利用及び諸機能の集積の実態並びに将来の方向

性、想定される事業の実施範囲、実現可能性等の観点から総合的

に判断して、当該地区における移動等円滑化のための事業に一体

性があり、当該事業の実施が特に必要であると認められることが

必要である 

要件－３関連 

・高齢者、障害者等に交流と社会参加の機会を提供する機能、消費

生活の場を提供する機能、勤労の場を提供する機能など都市が有

する様々な機能の増進を図る上で、移動等円滑化のための事業が

重点的に、かつ、各事業の整合性を確保して実施されることにつ

いて、実現可能性及び集中的かつ効果的な事業実施の可能性等の

観点から判断して、有効かつ適切であると認められることが必要

である 

留意事項 

・重点整備地区の境界は、可能な限り市町村の区域内の町境・字

境、道路、河川、鉄道等の施設、都市計画道路等によって、明確

に表示して定めることが必要である 
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③ 本基本構想における設定の考え方 

本基本構想では、バリアフリー法及びガイドラインにおける位置づけやバリアフリー

マスタープラン等を踏まえ、以下のような考え方に基づき重点整備地区を設定します。

なお、境界は道路等の地形地物等により区分します。 

 

設定の考え方 

（Ａ）将来の方向性が市の上位・関連計画に位置づけられている地区 

・射水市都市計画マスタープランにおける「地域居住拠点」 

・射水市バリアフリーマスタープランにおける「移動等円滑化促進地区」 

（Ｂ）生活関連施設相互間の移動が通常徒歩で行われる地区 

・生活関連施設がおおむね３施設以上所在する地区 

・生活関連施設の立地が旅客施設から概ね半径 500ｍ圏内にある地区 

（Ｃ）各種バリアフリー化事業の重点的な実施が、都市機能の増進を図る上で有効かつ

適切であると認められる地区 

・バリアフリー化事業を含む諸事業が上位・関連計画に位置づけられ、かつ、これらの 

事業が連続的に実施されることが見込まれる地区 
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３－２ 重点整備地区等の設定 

（１）生活関連施設 

施設類型 施設名称 

旅客施設 ・あいの風とやま鉄道 越中大門駅 ① 

商業施設 ・サンコー大門店 ※ ② 

学校等 ・大島南部保育園 ③ 

公園・運動施設 ・大島南部公園 ④ 

※ 床面積が 2,000㎡以上の特別特定建築物 

 

（２）生活関連経路 

路線名称 

・市道新町 10号線 ※駅前広場 ➊ 

・市道新町１号線（都市計画道路駅前線） 

 （一部、一般県道八町大門線と重複） 
➋ 

・市道大門針原線（都市計画道路東老田高岡線） ➌ 
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（３）重点整備地区 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

参考）移動等円滑化促進地区と重点整備地区の要件 

移動等円滑化促進地区 

（バリアフリーマスタープラン） 

重点整備地区 

（バリアフリー基本構想） 

（１）生活関連施設があり、かつ、それらの
間の移動が通常徒歩で行われる地区 

（２）生活関連施設及び生活関連経路につい
てバリアフリー化の促進が特に必要な
地区 

（３）バリアフリー化を促進することが、総
合的な都市機能の増進を図る上で有効
かつ適切な地区 

（１）生活関連施設があり、かつ、それらの
間の移動が通常徒歩で行われる地区 

（２）生活関連施設及び生活関連経路につい
てバリアフリー化事業が特に必要な地
区 

（３）バリアフリー化の事業を重点的・一体
的に行うことが、総合的な都市機能の
増進を図る上で有効かつ適切な地区 

  

重点整備地区面積 約16.7ha 

生活関連経路距離 約360ｍ 

半径 500ｍ 

重点整備地区（越中大門駅周辺地区） 
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（４）重点整備地区の特性 

設定の考え方 重点整備地区の特性 

（Ａ）将来の方向性が市の上位・関
連計画に位置づけられている
地区 

・「地域居住拠点」の位置づけ（射水市都市計画マ
スタープラン） 

・「移動等円滑化促進地区」の位置づけ（射水市バ
リアフリーマスタープラン） 

（Ｂ）生活関連施設相互間の移動が
通常徒歩で行われる地区 

・地区内に４施設の生活関連施設が立地 
・４施設の生活関連施設は、越中大門駅（旅客施
設）から概ね半径 500ｍ圏内に立地 

（Ｃ）各種バリアフリー化事業の重
点的な実施が、都市機能の増
進を図る上で有効かつ適切で
あると認められる地区 

・越中大門駅へのエレベーター設置に関する施策の
位置づけ（射水市地域公共交通網形成計画） 

・駅前広場の整備の位置づけ（射水市都市計画マス
タープラン）かつ事業実施中 

・都市計画道路駅前線の整備の位置づけ（射水市都
市計画マスタープラン）かつ事業実施中 

・上記の３事業は、位置・整備スケジュールが連続 

 

 

  



21 

第４章 重点整備地区におけるバリアフリー化の現状と課題 

４－１ まち歩き点検 

（１）目的 

本基本構想の策定に際し、想定される生活関連施設（案）や生活関連経路（案）の現

地調査を実施することで、これらの具体的な問題点を明確化するとともに移動制約者や

施設管理者などによる問題点の共有を図ることを目的に、まち歩き点検を実施しました。 

 

（２）概要 

令和３年10月11日（月）に、高齢者や障がい者などの移動制約者や施設管理者など15

名で生活関連施設（案）や生活関連経路（案）の現地調査を実施しました。 

 

 

  

市道新町１号線（都市計画道路駅前線） 市道新町１号線（都市計画道路駅前線） 

越中大門駅 

意見交換 

越中大門駅 

越中大門駅 
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４－２ バリアフリー化の課題 

主な生活関連施設及び交通網のバリアフリー状況やまち歩き点検、過年度に実施した関

係者ヒアリングを踏まえ、越中大門駅周辺地区におけるバリアフリー化の課題を以下に整

理しました。 

 ま ち 歩 き ヒアリング 

（１）駅施設・公衆トイレ   

 

・車いす動線の確保（エレベーターの設置）【駅施設】 ● ● 

・視覚障がい者誘導用ブロック整備・改善の促進【駅施設】 ● ● 

・バリアフリー設備の充実（手すり、誘導鈴、音声案内等）【駅施設・公

衆トイレ】 
●  

・施設内の照度の確保【駅施設】 ●  

（２）公共交通   

 

・車いす利用者等への配慮（低床車両、スロープ板等）【バス】 ●  

・交通サービスの維持（運行事業者やボランティアによる機能維持）【鉄

道・バス】 
 ● 

・越中大門駅を拠点とした公共交通の利用促進と周辺地域の活性化【鉄

道・バス】 
●  

（３）歩道・駅前広場   

 

・歩行者と自転車利用者、自動車の動線の分離【歩道、駅前広場】 ● ● 

・路面の平たん性や滑りにくさ、視認性の維持【歩道】 ● ● 

・音響式信号機やエスコートゾーンの充実【横断歩道】 ● ● 

（４）案内・情報提供   

 

・駅施設の案内表示の充実（施設案内図、案内サイン等）【駅施設・公衆

トイレ】 
● ● 

・分かりやすい公共交通案内の提供（誰もが見やすく分かりやすい時刻表や

マップの改善等）【駅施設・バス停】 
● ● 

（５）市民意識   

 

・高齢者や障がい者等の特性やニーズの理解促進（健常者のモラルの向

上） 
● ● 

・交通マナーや施設利用マナーの啓発 ●  

（６）人材   

 
・交通事業者や施設管理者のバリアフリースキルの向上 ● ● 

・教育活動を通じた意識啓発 ● ● 
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第５章 重点整備地区における移動等円滑化の基本的な方針 

５－１ 基本理念 

「  やさしさとともに歩むまち  いみず  」  

～ 誰もが安全で快適に移動でき、楽しく暮らせるまちづくりを推進します ～ 

本基本構想では、バリアフリーマスタープランで掲げた基本理念の実現を目指し、越中

大門駅周辺地区で具体的な取組を進めていきます。 

５－２ 基本目標・基本方針 

基本理念の実現に向け、３つの基本目標と６つの基本方針を掲げ、バリアフリー化に取

り組んでいきます。 

 

 基本目標（１） 安全で使いやすい交通環境の充実と活性化 

まちの玄関口として公共交通や情報面でのバリアを解消することが重要であるため、

駅施設や車両とともに情報面でのバリアフリー化を進めるほか、公共交通への多様な主

体の関わりを促しながら、安全で使いやすい交通環境を充実し公共交通の活性化を図る

ことを目指します。 

基本方針① 公共交通の安全性の向上・維持と多様な主体の関わりの促進 

基本方針② 情報提供方法の改善・充実 

 

 基本目標（２） 安全で快適な都市環境の形成 

公共交通の充実とともに「まち」全体の物理的なバリアを解消することも重要である

ため、生活関連施設等と生活関連経路との一体的なバリアフリー化に努め、高齢者や障

がい者をはじめとする全ての人々が、安全で快適に利用できる都市環境を形成すること

を目指します。 

基本方針③ 歩行ネットワークの快適性の維持・向上 

基本方針④ 施設の安全性・誘導機能の向上 

 

 基本目標（３） 思いやりの心の醸成 

前述のハード面の取組に加え、市民や事業者、行政それぞれが、バリアを感じている

人の立場で考え行動を起こすこと（心のバリアフリー）も重要となります。このため、

啓発活動や教育活動などを通じて高齢者や障がい者等の特性やニーズに関する市民等の

理解を深めるとともに、事業者等のバリアフリースキルの向上を図りながら、様々な人々

の立場に応じた思いやりの心を醸成することを目指します。 

基本方針⑤ バリアフリー意識の醸成 

基本方針⑥ 人材の育成  
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５－３ 移動等円滑化に向けた取組 

関係者間の意識共有のもとに以下のような取組を進め、旅客施設や道路、商業施設等を

含め、一体的・計画的にバリアフリー化に向けた整備・機能維持を推進します。 

 

（１）基本方針①に基づく取組【公共交通】 

○ 駅施設に関する取組 

・エレベーターの設置 

・エレベーターへの音声案内の設置 

・視覚障がい者誘導用ブロックの整備・改善 

・跨線橋への誘導鈴や手すりの整備 

・照明の照度アップに向けた検討 

 

 

○ バスに関する取組 

・車両更新時における低床車両の導入促進 

・バス車両へのスロープ板・車いす固定装置設置

の促進 

・高齢者の運転免許返納を見据えた公共交通利用

の促進 

 

○ 横断的な取組 

・運行事業者による車両や設備等の適切な管理 

・ボランティアによる美化活動の促進 

・公共交通を活用したお出かけの促進 

 

（２）基本方針②に基づく取組【案内・情報提供】 

○ 駅施設に関する取組 

・施設配置図（点字付き誘導看板）の設置（改善） 

・跨線橋へのプラットホーム番号表示板の設置に向けた検討 

・ライフステージの変化に併せた公共交通の情報提供等 

 

○ バスに関する取組 

・時刻表やマップの表示内容の改善（コミュニティバス駅前のりばの案内板の改善、表示内容

の見やすさや設置高さの調整、車両に関するバリアフリー情報の明示等） 

・ライフステージの変化に併せた公共交通の情報提供等【再掲】 

図 低床バス イメージ 資料）海王交通㈱ 

図 エレベーターの設置 イメージ 
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（３）基本方針③に基づく取組【道路】 

・音響式信号機やエスコートゾーン設置に向けた検討 

・自転車利用ルールの作成・周知による歩行者と車両動線の分離 

・舗装や視覚障がい者誘導用ブロック、植栽等の適切な維持管理 

・不具合がある箇所の迅速な情報収集 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（４）基本方針④に基づく取組【公衆トイレ】 

・案内表示の改善と、音声案内の設置等ユニバーサルデザインへの対応に向けた検討 

 

（５）基本方針⑤に基づく取組【高齢者や障がい者等の特性やニーズの理解】 

・高齢者や障がい者等に関するマークや富山県ゆずりあいパーキング（障がい者等用駐

車場）利用証制度等の普及・啓発 

・学校教育を通じた自転車利用ルールの作成や、交通マナーの啓発 

 

（６）基本方針⑥に基づく取組【バリアフリー知識・スキルの習得】 

・認知症サポーター養成講座など交通事業者従業員を対象としたバリアフリースキル向

上の研修等の実施 

・学校教育を通じた自転車利用ルールの作成や、交通マナーの啓発【再掲】 

 

 

  

図 音響式信号機設置 イメージ 図 エスコートゾーン設置 イメージ 
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第６章 実施すべき特定事業及びその他の事業 

越中大門駅周辺地区では、基本理念の実現に向けて、以下の特定事業及びその他の事業を

実施します。また、その他の移動等円滑化に向けた取組については、改めて現状を把握した

上で、事業の実効性を判断し、必要性や緊急性の高いものから実施するよう努めます。 

 

６－１ 公共交通特定事業 

事業箇所 事業内容 実施予定時期 実施主体 

越中大門駅 

・エレベーターの設置（ホーム） 

・音声案内の設置（エレベータ

ー） 

・視覚障がい者誘導用ブロック

の設置（ホーム） 

・誘導鈴や手すりの整備（跨線

橋） 

・施設配置図（点字付き誘導看

板）の設置（改善） 

令和４年度 

～令和７年度 

あいの風とやま鉄

道株式会社 

事業実施に際して配慮
すべき事項 

・越中大門駅のエレベーター等の整備については、多額の費用を要するた

め、国等の支援を受けられることが必要となる。 

 

 

６－２ 教育啓発特定事業 

事業箇所 事業内容 実施予定時期 実施主体 

市域全域 

・高齢者や障がい者等に関する

マークや富山県ゆずりあいパ

ーキング（障がい者等用駐車

場）利用証制度等の普及・啓発 

継続的に実施 市 

大門・大島地区の学校
及び市民 

・バリアフリー教育の一環とし

ての自転車利用ルールの作成・

交通マナーの啓発 

継続的に実施 市 

市域全域 

・認知症サポーター養成講座な

ど交通事業者従業員を対象と

したバリアフリースキル向上

の研修等 

継続的に実施 

市、コミュニティ

バス・デマンドタ

クシー運行事業者 

事業実施に際して配慮
すべき事項 

・大門・大島地区の学校での自転車ルールの作成等の実施に際しては、

事前に関係機関と相談した上で対象となる学校を特定する。実施に当

たっては、実施主体（射水市）が教職員への負担軽減のために必要な

配慮を行う。 
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６－３ その他の事業 

事業箇所 事業内容 実施予定時期 実施主体 

バス停（越中大門駅、
大島南部公園前） 

・時刻表やマップの表示内容の

改善 
令和４年度 市 

市域全域 
・高齢者の運転免許返納を見据

えた公共交通利用の促進 
継続的に実施 市 

市域全域 
・ライフステージの変化に併せ

た公共交通の情報提供等 
継続的に実施 市 
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第７章 基本構想の推進と進捗管理 

今後は、本基本構想に基づき重点整備地区内のバリアフリー化を推進していくものとし、

とりわけ、特定事業については、それぞれの実施主体が関係機関等と協議・調整や合意形成

を図りながら特定事業計画を作成して事業を実施していきます。 

特定事業及びその他の事業の実施に当たっては、適宜「射水市バリアフリー推進協議会」

を活用しながら、事業の進捗状況を把握するとともに、５年目の令和８年度（2026年度）を

目処に事業の実施状況についての調査、分析及び評価を行うよう努め、必要があると認める

ときは本基本構想を見直し、重点整備地区におけるバリアフリー化を維持・継続・発展させ

ていきます。 

 

図 ＰＤＣＡサイクルによるスパイラルアップ（イメージ） 
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《構想の体系》 

 

 

 

 

 

 

 

基本理念 基本目標 

「 

や
さ
し
さ
と
と
も
に
歩
む
ま
ち 

い
み
ず 

」 

基本方針 移動等円滑化に向けた取組（●：特定事業） 

○ 高齢者や障がい者等の特性やニーズの理解 

●高齢者や障がい者等に関するマークや富山県ゆずりあいパーキング（障がい

者等用駐車場）利用証制度等の普及・啓発 

●学校教育を通じた自転車利用ルールの作成や、交通マナーの啓発 

○ バリアフリー知識・スキルの習得 

●認知症サポーター養成講座など交通事業者従業員を対象としたバリアフリー

スキル向上の研修等の実施 

●学校教育を通じた自転車利用ルールの作成、交通マナーの啓発【再掲】 

基本方針⑤ 

 バリアフリー意識の醸成 

基本方針⑥ 

 人材の育成 

○ 道路 

・音響式信号機やエスコートゾーン設置に向けた検討 

・自転車利用ルールの作成・周知による歩行者と車両動線の分離 

・舗装や視覚障がい者誘導用ブロック、植栽等の適切な維持管理 

・不具合がある箇所の迅速な情報収集 

○ 公衆トイレ 

・案内表示の改善と、音声案内の設置等ユニバーサルデザインへの対応に向け

た検討 

基本方針③ 

 歩行ネットワークの快適性の維持 

 ・向上 

基本方針④ 

 施設の安全性・誘導機能の向上 

基本目標（２） 

 安全で快適な都市環境の形成 

○ 案内・情報提供 

●施設配置図（点字付き誘導看板）の設置（改善）【駅施設】 

・跨線橋へのプラットホーム番号表示板の設置に向けた検討【駅施設】 

・時刻表やマップの表示内容の改善【バス】 

・ライフステージの変化に併せた公共交通の情報提供等 

基本目標（１） 

 安全で使いやすい交通環境の充実と 

活性化 

基本方針② 

 情報提供方法の改善・充実 

基本方針① 

 公共交通の安全性の向上・維持と 

 多様な主体の関わりの促進 

○ 公共交通 

●エレベーターの設置【駅施設】 

●エレベーターへの音声案内の設置【駅施設】 

●視覚障がい者誘導用ブロックの整備・改善【駅施設】 

●跨線橋への誘導鈴の整備【駅施設】 

●跨線橋への橋上部への手すりの設置【駅施設】 

・照明の照度アップに向けた検討【駅施設】 

・車両更新時における低床車両の導入【バス】 

・バス車両へのスロープ板・車いす固定装置設置の促進【バス】 

・運行事業者等による車両や設備等の適切な管理 

・ボランティアによる美化活動の促進 

・高齢者の運転免許返納を見据えた公共交通利用の促進 

・公共交通を活用したお出かけの促進 

基本目標（３） 

 思いやりの心の醸成 



 

 

参考資料 

１ 射水市バリアフリー推進協議会 設置要綱 

平成30年12月28日 

告示第286号 

(設置) 

第1条 高齢者、障害者等の移動等の円滑化の促進に関する法律(平成18年法律第91号)第24条の4

第1項及び第26条第1項の規定により、射水市バリアフリー推進協議会（以下「協議会」とい

う。）を設置する。 

(所掌事務) 

第2条 協議会は、次に掲げる事務を所掌する。 

(1) 移動等円滑化促進方針及び基本構想の策定に関すること。 

(2) 移動等円滑化促進方針及び基本構想の実施に関すること。 

(3) 前2号に掲げるもののほか、市長が必要と認める事項 

(組織) 

第3条 協議会は、次に掲げる者のうちから市長が委嘱し、又は任命する委員をもって組織する。 

(1) 学識経験者 

(2) 高齢者、障害者団体等の代表者 

(3) 公共交通事業者 

(4) 関係団体の代表者 

(5) 関係行政機関の職員 

(6) 市職員 

(7) 前各号に掲げるもののほか、市長が必要と認める者 

(任期) 

第4条 委員の任期は、２年とし、委員が欠けた場合における補欠の委員の任期は、前任者の残任

期間とする。ただし、再任を妨げない。 

2 役職により委嘱され、又は任命された委員が当該役職を退いたときは、委員の職を辞したもの

とする。 

(会長等) 

第5条 協議会に会長及び副会長を置く。 

2 会長及び副会長は、委員の互選により定める。 

3 会長は、会議を進行する。 

4 副会長は会長を補佐し、会長に事故があるとき、又は会長が欠けたときは、その職務を代理す

る。 

(会議) 

第6条 協議会は、市長が招集する。 

2 市長は、必要があると認めたときは、委員以外の者を会議に出席させ、意見を聴取し、又は委

員以外の者から資料の提出を求めることができる。 

  



 

 

(幹事会) 

第7条 移動等円滑化促進方針及び基本構想の策定に関する事前調査、調整等を行うため、協議会

に幹事会を置くことができる。 

(事務局) 

第8条 協議会に事務局を置く。 

2 前項の事務局の庶務は、企画管理部政策推進課、市民生活部生活安全課、福祉保健部地域福祉

課及び社会福祉課並びに都市整備部都市計画課及び道路課において処理する。 

(その他) 

第9条 この要綱に定めるもののほか、協議会の運営その他必要な事項は市長が定める。 

附 則 

この告示は、公表の日から施行する。 

附 則（平成31年4月1日告示第176号） 

この告示は、公表の日から施行する。 

附 則（令和3年3月1日告示第29号） 

この告示は、公表の日から施行する。 

  



 

 

 
２ 射水市バリアフリー推進協議会 委員名簿 

No 氏名 所属 役職 
要綱第３条

第２項 
備    考 

1 小柳津 英知 富山大学経済学部 教授 第１号関係 
学識経験者 

（会長） 

2 鷹西 恒 富山福祉短期大学国際観光学科 教授 第１号関係 
学識経験者 

（副会長） 

3 中村 弘 射水市老人クラブ連合会 副会長 第２号関係 
高齢者、障害者

団体の代表 

4 本江 とみ子 射水市心身障害者連合会 副会長 第２号関係 
高齢者、障害者

団体の代表 

5 村田 稔 射水市聴覚障害者協会 会長 第２号関係 
高齢者、障害者

団体の代表 

6 木本 健正 射水市手をつなぐ育成会 副会長  第２号関係 
高齢者、障害者

団体の代表 

7 福田 聡浩 あいの風とやま鉄道株式会社 企画課長 第３号関係 
公共交通 

事業者 

8 茶山 英義 万葉線株式会社 運輸部軌道課長 第３号関係 
公共交通 

事業者 

9 大野木 貴吉 富山地方鉄道株式会社 
運行管理課課長

代理 
第３号関係 

公共交通 

事業者 

10 釣谷 隆行 海王交通株式会社 常務取締役 第３号関係 
公共交通 

事業者 

11 門田 晋 社会福祉法人射水市社会福祉協議会 会長 第４号関係 
関係団体の 

代表者 

12 山崎 京子 射水市母親クラブ連絡協議会 会長 第４号関係 
関係団体の 

代表者 

13 砂原 良重 射水商工会議所 事務局長 第４号関係 
関係団体の 

代表者 

14 石黒 勝久 大島地域振興会 会長 第４号関係 
関係団体の 

代表者 

15 小松 美保子 北陸信越運輸局交通政策部 
バリアフリー推進

課長 
第５号関係 

関係行政機関

の職員 

16 長谷部 秀朗 射水警察署 交通課長 第５号関係 
関係行政機関

の職員 

17 織田 大祐 富山県高岡土木センター 施設管理課長 第５号関係 
関係行政機関

の職員 

18 小塚 悟 射水市 企画管理部長 第６号関係 市職員 

19 小見 光子 射水市 福祉保健部長 第６号関係 市職員 

20 桜川 正俊 射水市 市民生活部長 第６号関係 市職員 

21 島崎 真治 射水市 都市整備部長 第６号関係 市職員 

 

 



 

 

３ 策定経過 

  主 要 議 題 

令和３年度 
第１回 協議会 

（令和３年 10月９日） 

・策定目的等の共有 

・現況等の共有 

・まち歩き点検方法に関する意見交換 

 
まち歩き点検 

（令和３年 10月 11日） 
・生活関連施設及び生活関連経路の課題の共有 

 
第１回 幹事会 

（令和３年 11月９日） 

・まち歩き点検結果の共有 

・基本構想（素案）に関する意見交換 

 
第２回 協議会 

（令和３年 11月 17日） 

・まち歩き点検結果の共有 

・基本構想（素案）に関する意見交換 

 パブリックコメント 

（令和３年 12月 27日 

～令和４年１月 26日） 

・基本構想（素案）に関する意見聴取 

第２回 幹事会 

（令和４年２月７日） 
・基本構想（案）に関する意見聴取 

 
第３回 協議会 

（令和４年２月 14日） 
・基本構想（案）に関する意見交換 

 

 


